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VOL.812江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

［ 今月の主な内容 ］

◎江の川祭の公共交通機関・交通規制
◎江津市職員を募集します
◎保育料などの無償化が始まります

手作りの「いのコロ（いのししコロッケ）」
を食べた子どもたち。自然と笑みがこぼ
れました。（桜江町谷住郷）
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鳥
獣
被
害
は
身
近
な
問
題

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
山
林

の
多
く
が
手
入
れ
さ
れ
ず
、
人
が
立
ち
入

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
う
っ
そ

う
と
茂
っ
た
木
々
や
雑
草
は
野
生
鳥
獣
に

と
っ
て
絶
好
の
隠
れ
み
の
。
餌
場
と
な
る

人
家
や
農
地
に
近
い
場
所
に
、
イ
ノ
シ
シ

や
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
生
息
地
が

移
り
、
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
な
ど
の
被
害

額
は
５
５
０
万
円
以
上
（
平
成
27
年
度
）

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
額
は
約
１
３
７
万
円

と
さ
れ
、
特
に
水
稲
が
多
大
な
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
に
対
し
て
、「
江
津
市

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
で
は
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
年
々
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
生
息
数
の
減
少
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
生
活
圏
内
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た

イ
ノ
シ
シ
は
、
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
お
び
や
か
し
ま
す
。

　
「
ウ
チ
に
は
関
係
な
い
」
と
他
人
事
に

考
え
ず
、
一
人
一
人
が
危
機
意
識
を
持
ち
、

地
域
ぐ
る
み
で
〝
被
害
を
減
ら
す
〟
取
り

組
み
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
に
向
け
て
農
作
物
が
成
長
す
る
８
月
。

同
時
に
、「
有
害
鳥
獣
」
に
よ
る
被
害
が
増
え
始
め
る
季
節
で
す
。

近
年
、
生
活
圏
内
に
出
没
す
る
こ
と
が
増
え
た
イ
ノ
シ
シ
。

有
害
鳥
獣
と
し
て
、
昨
年
は
４
５
０
頭
近
く
の
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

桜
江
町
川
越
地
区
で
は
、
そ
の
イ
ノ
シ
シ
を
特
産
品
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
「
イ
ノ
シ
シ
」
の
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
被
害
を
防
ぎ
、

そ
し
て
、
お
い
し
い
〝
山
の
恵
み
〟
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

有害鳥獣とは？
　生活環境、農林水産業または生態系に係
る被害を及ぼす（またはその可能性が高い）
鳥獣のこと。
　野生鳥獣は、許可を受けない限りは捕獲
することが禁止されている。被害防除対策に
よっても、被害が防止できない場合、有害鳥
獣の捕獲が行われる。捕獲対象とする鳥獣
は「江津市鳥獣被害防止計画」で定める。

市内のイノシシ捕獲実績

写真提供：中山間地域研究センター
※有害鳥獣としての捕獲頭数です。
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―
何
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
か
？

　
農
作
物
で
は
特
に
稲
を
好
み
ま
す
。
山

で
は
タ
ケ
ノ
コ
、
ド
ン
グ
リ
や
虫
な
ど
を

探
し
て
食
べ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
雑
食

で
す
。
竹
や
ぶ
が
増
殖
し
た
こ
と
で
竹

林
が
隠
れ
る
場
所
に
、
タ
ケ
ノ
コ
が
餌
に

な
っ
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
能
力
が
あ
り
ま
す
か
？

　
犬
並
み
の
嗅
覚
を
持
ち
ま
す
。
鼻
の
力

も
強
く
、
60
～
70
㎏
の
も
の
を
持
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
柵
の
下
を
く
ぐ

り
抜
け
て
田
畑
に
侵
入
し
ま
す
。

―
夜
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
本
来
昼
行
性
で
す
が
、
人

に
会
わ
な
い
よ
う
に
、
人
間
の
生
活
に
合

わ
せ
て
夜
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
な
ぜ
、
人
里
に
出
没
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
空
き
家
に
あ
る
柿
や
栗
な
ど
の
放
置
果

樹
や
田
畑
の
農
作
物
な
ど
、
里
に
は
食
べ

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
山
で
餌
を
探

し
回
る
よ
り
も
、
里
の
方
が
餌
が
豊
富
で
、

短
時
間
で
満
腹
に
な
る
こ
と
を
イ
ノ
シ
シ

が
学
習
し
た
た
め
で
す
。

　
加
え
て
、
人
の
管
理
が
さ
れ
ず
に
や
ぶ

や
竹
林
が
増
え
た
こ
と
で
、
隠
れ
て
人
里

に
近
付
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

―
人
を
怖
が
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
で
、
警
戒
心
も
強
い

動
物
で
す
。
そ
の
性
格
か
ら
、
通
り
慣
れ

た
道
を
使
う
こ
と
が
知
ら
れ
、
く
く
り
わ

な
は
そ
の
習
性
を
利
用
し
て
仕
掛
け
ま

す
。

　
獣
道
を
人
が
歩
い
た
り
、
周
り
の
草
刈

り
を
す
る
だ
け
で
も
イ
ノ
シ
シ
へ
の
嫌
が

ら
せ
に
な
り
ま
す
。

―
ど
ん
な
対
策
が
あ
り
ま
す
か
？

　

農
作
物
を
守
る
た
め
に
有
効
な
対
策

は
、
柵
の
設
置
で
す
。
残
念
な
が
ら
光
や

に
お
い
、
音
を
使
っ
た
対
策
は
短
期
間
し

か
効
果
が
見
込
め
ま
せ
ん
。

―
柵
の
設
置
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
周
囲
を
全
て
囲
う
よ
う
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ノ
シ
シ
は
柵
の
下
か

ら
田
畑
に
侵
入
し
ま
す
。
ど
の
種
類
の
柵

で
も
、
鼻
を
使
っ
て
地
面
か
ら
入
ら
れ
な

い
よ
う
に
柵
の
下
の
守
り
を
固
め
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
柵
の
攻
略
に

何
度
も
訪
れ
ま
す
。
設
置
後
、
維
持
・
管

理
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

―
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
柵
な
ど
の
防
除
対
策
が
効
か
な
い
個
体

は
、
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
江
津
市

農
林
水
産
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
捕
獲
だ
け
で
は
被
害
に
対
応
し

き
れ
ま
せ
ん
。「
餌
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
」、

「
安
全
な
場
所
」
の
条
件
を
満
た
す
と
獣

害
が
発
生
し
ま
す
。
や
ぶ
や
放
置
果
樹
な

ど
の
イ
ノ
シ
シ
が
近
寄
り
や
す
い
環
境
を

地
域
ぐ
る
み
で
変
え
る
「
守
り
」
の
対
策

が
必
要
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

な
ぜ
、
イ
ノ
シ
シ
は
私
た
ち
の
生
活
圏
内
に
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

鳥
獣
被
害
対
策
の
専
門
家
に
、
生
態
と
対
策
方
法
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

Interview

島根県
西部農林振興センター
鳥獣対策専門員

　静
しず

野
の

　誠
とも

子
こ

大
胆
に
見
え
て

意
外
と
臆
病
者
!?

鳥
獣
被
害
対
策
は

地
域
ぐ
る
み
で

［
生
態
を
学
ぶ
］

［
対
策
を
知
る
］

良くない例 良い例

１段目の高さは
必ず20cm以下に！

（イノシシの鼻に当てる）

夜間モードに注意！
（明け方・夕方に侵入

される）

草が柵に
かかると電気が
逃げてしまう

電気柵の設置の仕方

◎鳥獣被害に関する問い合わせは、農林水産課林業水産係（℡ 52-7957）まで
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イ
ノ
シ
シ
を
地
域
の
資
源
に

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
有
効
活
用

　
桜
江
町
川
越
地
区
に
あ
る
「
猪
加
工
販

売
セ
ン
タ
ー
〝
榎
木
の
郷
〟」。
有
害
鳥
獣

に
指
定
さ
れ
、
捕
獲
の
対
象
と
な
る
イ
ノ

シ
シ
を
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
千
代

延
敏
之
さ
ん
が
、
川
越
地
区
の
皆
さ
ん
に

相
談
を
持
ち
か
け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
に
イ
ノ
シ
シ
処
理
場
を
整
備

し
て
精
肉
販
売
を
本
格
的
に
開
始
。
地
元

の
猟
友
会
の
会
員
な
ど
が
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
を
持
ち
込
み
、〝
榎
木
の
郷
〟
で
精

肉
や
加
工
品
の
製
造
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

様
々
な
種
類
の
肉
の
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、ぼ
た
ん
鍋
セ
ッ
ト
や
「
い
の
コ
ロ
（
コ

ロ
ッ
ケ
）」、「
ぼ
た
ん
み
そ
」
な
ど
の
加

工
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。
親
し
み
や
す

い
味
付
け
が
さ
れ
た
加
工
品
は
、「
桜
江

い
き
い
き
祭
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
店

頭
販
売
す
る
と
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
買
い

求
め
る
人
気
の
品
で
す
。

　
脂
の
乗
っ
た
冬
の
イ
ノ
シ
シ
を
新
鮮
な

状
態
で
冷
凍
保
存
し
て
る
た
め
、
１
年
を

通
し
て
品
質
の
良
い
イ
ノ
シ
シ
肉
が
出
荷

で
き
ま
す
。
県
外
で
の
評
判
も
高
く
、
銀

座
の
料
理
店
で
提
供
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の
内
外
か
ら
、
野
生
鳥
獣

を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

猪加工販売センター 榎木の郷
◎住所　桜江町大貫 57-1
◎電話　（93）0881
◎定休日　土日祝日
◎時間　午前９時～午後５時
◎ホームページ
　はこちら→

猪
加
工
販
売
セ
ン
タ
ー
〝
榎え

の
き木

の
郷さ

と

〟
で
は
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
食
肉
に
。

精
肉
か
ら
加
工
ま
で
手
作
業
で
行
い
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

いのコロ
の完成！

１

２３

４

〝榎木の郷〟の職員の皆さん（左から）
尾原直子さん、平野恵美子さん、三浦紗枝子さん、
佐々木露子さん、和田ひろ子さん
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真
心
が
こ
も
っ
た

手
作
り
の
「
い
の
コ
ロ
」

　
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
人
気
の
「
い
の

コ
ロ
」。
そ
の
お
い
し
さ
の
秘
密
を
探
り

に
、〝
榎
木
の
郷
〟
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
い
の
コ
ロ
」
の
材
料
は
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
。

そ
こ
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
切
り
落
と
し
肉
を

入
れ
て
作
り
ま
す
。
地
元
産
の
も
の
を
仕

入
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
釜
ゆ
で
か
ら
パ
ン

粉
を
ま
ぶ
す
ま
で
全
て
手
作
業
で
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
で
も
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
衣
に
は
卵
も
牛
乳
も
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
衣
と
味
付
け
は
企
業
秘
密
。
初
代
の

ス
タ
ッ
フ
が
思
考
錯
誤
し
て
作
っ
た
ん
で

す
」
と
職
員
の
皆
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

　
現
在
職
員
は
７
人
。
週
に
１
回
、
１
日

当
た
り
約
６
時
間
で
商
品
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　
「
会
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
作
業
で
き

ま
す
」
と
事
務
員
の
和
田
祐
子
さ
ん
。「
い

の
コ
ロ
」
を
は
じ
め
と
す
る
加
工
品
も
皆

さ
ん
が
商
品
開
発
し
た
も
の
。
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
商
品
の
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
新
商
品
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
〝
榎
木
の
郷
〟
の
製
品
は
、
道
の
駅
「
サ

ン
ピ
コ
ご
う
つ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
元
の
イ
ベ

ン
ト
で
の
店
頭
販
売
な
ど
が
主
で
す
が
、

最
近
で
は
、
学
校
給
食
で
イ
ノ
シ
シ
肉
の

提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
厄
介
者
の
イ
ノ
シ
シ
も
、〝
榎
木
の
郷
〟

の
皆
さ
ん
の
手
に
か
か
れ
ば
一
転
、
お
い

し
い
イ
ノ
シ
シ
肉
に
。「
亥
年
」
の
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

イノシシ肉の基礎知識

イノシシ肉と豚肉の
栄養素を比較（100ℊ当たり）

イノシシ肉の主な部位

イノシシ肉の衛生管理

１釜ゆでしたばかりのじゃがいも。皆さん
「熱い熱い」と言いながらも手早く皮むき。
２地元のゴボウ、ニンジン、シイタケ、イ
ノシシ肉が入ったタネは風味豊かで歯ご
たえも楽しい。３成形からパン粉をまぶす
までは流れ作業。職員の皆さんの見事な
連携が光る。４初めてジャガイモを納品し
た地元の階本誠一さん。「また作って持っ
てきたい」と話した。５昨年の「桜江いき
いき祭り」の様子。６霜降りが入ったイノ
シシのロース肉（写真提供：榎木の郷）

５

６

項目 イノシシ肉 豚肉
エネルギー 268kcal 183kcal
タンパク質 18.8ℊ 20.5ℊ

脂質 19.8ℊ 10.2ℊ
カリウム 270 ㎎ 350 ㎎

カルシウム 4 ㎎ 4 ㎎
鉄 2.5 ㎎ 0.7 ㎎

亜鉛 3.2 ㎎ 2.0 ㎎
ビタミン B1 0.24 ㎎ 0.90 ㎎
ビタミン B2 0.29 ㎎ 0.21㎎

資料：文部科学省『日本食品標準成分表 2015
年版（七訂）』

※イノシシ肉は「いのしし、肉、脂身つき、生」、
豚肉は「ぶた、［大型種肉］、もも、脂身つき、生」
で比較しています。

　ジビエの流行などを受けて、「野生鳥獣
肉の衛生管理に関する指針」を厚生労働
省が平成 26 年に制定しました。
　島根県でも、平成 28 年に「野生鳥獣肉
に係る衛生管理ガイドライン」を策定して
います。
　ガイドラインでは、狩猟時・運搬時・食
肉処理時など工程ごとに厳しいルールが定
められています。
　厳しい管理状態で加工されたイノシシ肉
は、「硬い、臭い」といったイメージを一新
するおいしさです。
※ジビエとは、フランス語で食材となる野生鳥獣
肉のこと。現在、全国的に鳥獣被害が問題となり、
捕獲が進められるとともに、ジビエとしての利用
も全国的に広まっています。

　〝榎木の郷〟で捨てるのは頭と皮とスネ
だけ。骨は「いのしし丼」などのだしに使
用し、余すことなくイノシシを有効活用し
ています。

バラ

ロース

肩ロース

ネック
スネ

モモ

カタ

※農林水産省「イノシシのカットチャート」をもと
に作成
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■問  江の川祭実行委員会（江津商工会議所内）
　℡（５２）２２６８

《臨時電話》　※１６日のみ設置します。
江津駅 前本部 　℡（５２）０５３４
ホームページ http://www.iwami.or.jp/

gotsucci/gonogawa/

【公共交通機関のご案内】
■石見交通臨時バス
◎16：30 以降の江津駅発着は、シビックセンターゾーン

（済生会入口、ローソン前）に変更します。
◎最終時刻　21：40　

（波子 ･浜田市、川平・桜江、浅利・波積、各方面）

■ＪＲ列車時刻（江津発）　※時刻は変更することがあります。
◎のぼり（大田市方面） 
・定期		  21：30 発　各駅停車 ※大田市着 22：43 
・臨時		  22：01発　各駅停車 
◎くだり（浜田市方面）
・定期		  21：56 発　各駅停車 ※浜田市着 22：21 
・定期		  22：24 発　各駅停車 ※浜田市着 22：44
・臨時		  21：04 発　各駅停車
・臨時（益田行き）	 21：33 発　各駅停車 
 
■シャトルバス運行（じばさんセンター ⇄ 市役所前）
◎じばさんセンター発	 17：30 ～20：00
◎市役所前発		  21：00 ～22：30
　（各運行間隔：約５分）
※臨時タクシー乗場は、済生会総合病院前です。

【交通規制】
国道 : Ａコープ前交差点～江川橋東詰	 　17:00 ～22:00
県道 : ㈲武田石油店横～江津港	 　17:00 ～22:00
市道 : 江川橋西詰～永井建設（株）	 　16:00 ～22:00

新江川橋西詰～江川橋西詰	 　16:00 ～22:00
㈲泉文盛堂前交差点～食彩空間海人	　16:00 ～22:00

・嘉久志町産業道路から海岸線 ･江津港への花火観覧
車両は進入できません。
・道路・駐車場が大変混雑します。列車、路線バス、シャ
トルバスなどの公共交通機関をご利用ください。
※規制箇所および時間は変更となることがあります。

【江の川祭周辺図】 ：通行規制箇所

高校生ロボット競技県大会の開催
　県下の工業系高校生が自作ロボットで勝負。自分たちの技術力を競います。
　上位チームは全国大会への出場権を獲得します。皆さんの声援をお願いし
ます。
◎日時　９月21日（土）

【予選】午前 11 時 40 分 ~ 午後０時 40 分
【決勝】午後１時 40 分～３時15 分

◎会場　パレットごうつ２階ホール
◎参加校　松江工業高校、出雲工業高校、江津工業高校、益田翔陽高校
◎入場料　無料

■問  江津工業高校機械 ･ロボット科　℡（５２）７１９２昨年のロボット競技県大会の様子

江津機工
P30 台

市役所
P80 台

市民センター
P600 台

江の川

本 部

江
川
橋
（
国
道
９
号
線
）

県
道
江
津
港
線

高丸線（迂回路） 至
浜
田→

商工
会議所
P50 台

河川敷
P200 台

江
津
駅

江
津
バ
イ
パ
ス

江
津
敬
川
海
岸
線

シャトルバス
発着場所

人権
センター前
P300 台

江津中央
公園

P400 台

←至大田

江津市職員を募集します
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江津市職員を募集します

令和２年４月採用予定

江津市版総合戦略のスローガン〝GO ▶ GOTSU! 山陰の
「創造力特区」へ。〟のアルファベットを若手職員が体で表現

［ 申込受付期間 ］ ［ 試験日（予定） ］

第１次試験 第２次試験

一般事務

◎採用予定人数　２人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人

建築

◎採用予定人数　１人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人で、１級建築
士の資格を有する人または 1 級建築
士の受験資格を有する人

一般事務（社会福祉士）

◎採用予定人数　２人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人で、社会福祉
士の資格を有する人
　令和２年３月 31日までに実施する
国家試験に合格し資格を取得する見
込みの人

保健師

◎採用予定人数　１人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人で、保健師の
免許を有する人
　令和２年３月 31日までに実施する
国家試験に合格し免許を取得する見
込みの人

土木

◎採用予定人数　１人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人
※学歴、資格要件はありませんが、専門的知
識、能力をみる専門試験があります。

一般事務（身体障がい者）

◎採用予定人数　１人程度
◎受験資格
　昭和 63 年４月２日～平成 14 年４
月１日までに生まれた人
　身体障害者手帳の交付を受け、その
障がいの程度が１級から６級までの人
※試験実施時に何か配慮が必要な場合は、
申込時にお知らせください。ただし、内容
によってはお応えできないことがあります。

８月１日（木）～８月22日（木） ９月 22 日（日） 10 月 20 日（日）

問人事課人事給与係　℡（５２）７９３０

募集要項や受験申込書の請求など
詳しくは江津市ホームページから先輩からのメッセージを

ホームページで公開中！
仕事内容や志望動機などを若手職員がお答えします！
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健康
＆

すくすく

ま
せ
ん
か
。

　
高
血
圧
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
を

放
っ
て
お
く
と
、睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
引
き
金
と
な
り
、あ
る
日
突
然
、脳
卒
中
な

ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

将
来
の
健
康
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

今
の
生
活
習
慣

　
脳
卒
中
の
予
防
で
は
、そ
の
最
大
の
危
険
因

子
で
あ
る
血
圧
の
適
切
な
管
理
が
重
要
で
す
。

　
自
分
の
血
圧
の
値
を
ご
存
知
で
す
か
。
血

圧
の
値
は
、日
々
の
生
活
習
慣
と
も
密
接
に
関

係
し
、食
塩
摂
取
、飲
酒
、運
動
と
の
関
連
が
深

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、生
活
習
慣
の
改
善
は
大
切
だ
と
分
か

っ
て
い
て
も
、な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
と
い

う
人
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
そ
こ
で
、「
は
か
る
（
見
え
る
）→
気
づ
く

→
変
わ
る
」き
っ
か
け
と
、そ
の
改
善
行
動
が

働
き
盛
り
の
今
、

将
来
の
健
康
を
考
え
る
！

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
が
危
な
い
！

　

江
津
市
は
、平
均
寿
命
・
健
康
寿
命
と
も

に
、県
内
で
も
短
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
働
き
盛
り
世
代
に
注
目
す
る
と
、男
性
の
脳

卒
中
（
脳
血
管
疾
患
）に
よ
る
死
亡
率
が
県
平

均
よ
り
高
く
、年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
で
も
高
い
割
合

を
占
め
る
脳
卒
中
。
働
き
盛
り
世
代
に
お
い

て
も
脳
卒
中
は
、予
防
が
重
要
な
病
気
で
す
。

つ
い
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
脳
卒
中
の
最
大
の
危
険
因
子
は
、高
血
圧
で

す
。
江
津
市
の
働
き
盛
り
世
代
で
は
、男
女
と

も
高
血
圧
の
人
の
割
合
が
県
平
均
よ
り
高
い

こ
と
が
健
康
診
断
の
の
結
果
か
ら
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　
つ
い
、「
ま
だ
若
い
し
、こ
れ
く
ら
い
な
ら

大
丈
夫
」「
忙
し
く
て
、病
院
は
後
回
し
」な
ど

と
、血
圧
の
高
い
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

継
続
で
き
る
「
仲
間
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、「
働
き
盛
り
の
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
が
生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

働
き
盛
り
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
測
定
コ
ー
ス
と

改
善
コ
ー
ス
か
ら
自
分
で
コ
ー
ス
を
選
び
、

２
カ
月
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の
で
す
。　

　
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
人
か
ら
、
様
々
な

感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
平
日
い
か
に
歩
い
て
い
な
い
か
分
か
っ
た
」

　
「
体
重
の
変
化
を
見
な
が
ら
、
間
食
を
減
ら

し
た
り
、食
事
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

今
の
あ
な
た
の
生
活
習
慣
が
、
５
年
後
、

10
年
後
の
将
来
の
健
康
を
つ
く
り
ま
す
。

　
事
業
所
単
位
で
の
参
加
で
す
。
江
津
で
働

く
仲
間
と
一
緒
に
、
将
来
の
健
康
へ
の
投
資

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
期
間　
９
月
１
日

（日）
～
10
月
31
日

（木）

◎
対
象　
市
内
事
業
所

◎
内
容

　
体
重
な
ど
の
測
定
コ
ー
ス
と
減
塩
や
運
動

な
ど
の
改
善
コ
ー
ス
か
ら
個
人
で
選
び
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。チ
ー

ム
賞
、
達
成
賞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
参
加
費　
無
料

◎
申
込
締
切　
８
月
23
日

（金）

■申
■問
江
津
市
職
域
保
健
部
会
事
務
局
（
健
康

医
療
対
策
課
健
康
増
進
係
）

℡
（
５
２
）
７
９
３
５

血圧分類が変わりました
　「高血圧治療ガイドライン」が改訂されました。変更点
は下線部のとおりです。

高血圧は万病のもと！
自分の血圧を測ってみましょう

注１）ガイドラインでは、「高血圧」の中にもさ
らに細かい分類があります。

注２）「家庭血圧」の場合は、上下とも「５㎜ Hｇ」
低い値を目安とします。

分類
診察室血圧

収縮期血圧 拡張期血圧
正常血圧 120 未満 かつ 80 未満

正常高値血圧 120 ～129 かつ 80 未満
高値血圧 130 ～139 かつ／または 80 ～ 89
高血圧 140 以上 かつ／または 90 以上

（単位：mmHg）
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現
況
届
の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を

判
定
す
る
た
め
に
、毎
年
８
月
に
「
現
況

届
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
、所
得
超
過
の
た
め
支
給
停
止
に
な

っ
て
い
る
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

◎
手
続
き

　
対
象
者
に
、届
出
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

　
８
月
中
に
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
桜

江
支
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
手
続
き
に
は
、必
ず
ご
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◎
注
意
事
項

　
「
現
況
届
」を
提
出
し
な
い
場
合
、受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
11
月
分
以
降
の
手
当

が
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届

の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
日
か
ら

５
年
を
経
過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
人
は
、現
況
届
に
併
せ
て
「
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
」お

よ
び
「
関
係
書
類
」の
提
出
が
必
要
で

す
。

◎
手
続
き

　
該
当
す
る
人
に
、届
出
の
用
紙
を
６
月

に
送
付
し
ま
し
た
。

　
「
現
況
届
」に
併
せ
、子
育
て
支
援
課
ま

た
は
桜
江
支
所
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
注
意
事
項

　
必
要
な
書
類
を
提
出
し
な
い
場
合
、11

月
分
以
降
の
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給

停
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
う
ち
、未
婚

の
ひ
と
り
親
に
対
し
、臨
時
・
特
別
の
措

置
と
し
て
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◎
支
給
額　
１
７
５
０
０
円

◎
支
給
時
期　
令
和
２
年
１
月

◎
申
請
期
間８

月
１
日

（木）
～
12
月
27
日

（金）

◎
対
象
者

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
る
父
ま
た
は
母

②
10
月
31
日
時
点
で
、こ
れ
ま
で
に
婚
姻

（
法
律
婚
）を
し
た
こ
と
が
な
い
人

③
10
月
31
日
時
点
で
、事
実
婚
を
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
事
実
婚
の
相
手
方
の

生
死
が
明
ら
か
で
な
い
人

◎
手
続
き

　
現
況
届
の
手
続
き
に
来
庁
し
た
際
に
、

給
付
金
の
申
請
受
付
も
同
時
に
行
い
ま

す
。

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
搾
取
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
行
政
職
員
を

か
た
っ
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、

不
審
な
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、迷
わ
ず

市
や
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
都
道
府
県
・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省

な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、他
人
か
ら
お

金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対

に
で
き
ま
せ
ん
。

・
都
道
府
県
・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省

な
ど
が
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
に
、

手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な
ど

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　
℡
（
５
２
）７
４
８
７

８月の献血

日（曜日） 会場・受付時間

８日（木） 江津市役所 13：30 ～ 16：30

　輸血が必要な人を救うためにご協力を！
◎対象
　400ml 献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

　養育費について困っていることがあれば、どんなことで
もご相談ください。弁護士が無料相談に応じます。
◎相談日　８月22 日（木）
◎時間　午前９時～11 時 30 分
　　　　午後３時 30 分～６時 40 分
※相談時間は、一人 30 分です。
◎場所
　浜田市役所１階健康福祉部面接室（子育て支援課隣）
◎申込方法
　予約が必要です。（受付開始は８月１日から）
■申■問子育て支援課子育て支援係　℡（５２）７４８７

弁護士による養育費無料相談会

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５
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健康
＆

すくすく保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
規
模
保
育
事
業
・
幼
稚
園
を

利
用
す
る
場
合

　

保
育
料
を
無
償
化
し
ま
す
。
対
象

は
、３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た

給
食
費
の
副
食
費
分
（
お
か
ず
、お
や

つ
な
ど
）は
、原
則
と
し
て
保
護
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

◎
手
続
き　
不
要

◎
無
償
化
の
期
間

　
満
３
歳
に
な
っ
た
後
の
４
月
１
日
か

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
３
年
間

◎
副
食
費
が
免
除
に
な
る
人

・
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
の

お
子
さ
ん

・
兄
弟
姉
妹
で
同
時
に
保
育
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降

の
お
子
さ
ん

※
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
は
、第
１

子
の
年
齢
は
問
わ
ず
、一
番
上
の
お
子
さ
ん
か

ら
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
場
合

　

預
か
り
保
育
の
利
用
日
数
に
応
じ

て
、利
用
料
を
無
償
化
し
ま
す
。

◎
手
続
き

　
市
の
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、通

わ
れ
て
い
る
施
設
を
経
由
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
限
度
額　
月
額
１
１
３
０
０
円

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
を

利
用
す
る
場
合

　
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
の
利
用
料
が

無
償
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
施
設
・
事
業

　
認
可
外
保
育
施
設
、一
時
預
か
り
事

業
、病
後
児
保
育
事
業
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

◎
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、小
規
模
保

育
事
業
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
お
子
さ

ん
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。　

◎
手
続
き

　
市
の
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、通

わ
れ
て
い
る
施
設
を
経
由
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
限
度
額

・
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
は

月
額
３
７
０
０
０
円

・
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
お
子
さ
ん
は
月
額
４
２
０
０
０
円

※
食
材
料
費
や
行
事
費
な
ど
は
無
償
化
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

就
学
前
の
児
童
が
発
達
支
援
を
利

用
す
る
場
合

　
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、利
用
料
を
無
償
化
し
ま
す
。

◎
手
続
き　
不
要

※
保
育
の
必
要
性
と
は
、保
護
者
が
就
労
な
ど

に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

保
育
料
な
ど
の

無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係　
℡
（
５
２
）７
９
３
３

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
→

　小さな命に感動する心、親への感謝や人への思いやり、
生きる勇気を育むことを目的として「赤ちゃん登校日」を
開催します。赤ちゃんとその保護者が学校を訪問し、児
童生徒と３回継続して関わり体験を持ちます。
　津宮小学校で開催する「赤ちゃん登校日」に参加して
いただける赤ちゃんとその保護者を募集します。
◎対象
　９月時点で生後４カ月前後の赤ちゃん（平成 31年３月
下旬～７月上旬生まれ）とその保護者

◎日時
　▽第１回　９月５日（木）
　▽第２回　９月 26 日（木）
　▽第３回　10 月 29 日（火）
　午前９時 30 分～11時 10 分（３回共通）
◎会場
　第１回はじばさんセンター、第２・第３回は津宮小学校
◎講師
　城西大学薬学部特任教授　高塚人志氏

■申■問子育てサポートセンターＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ　 ℡（５２）０５６９

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
た
子
が

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
た
子
が
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開催日 内　容 備　考

１日（木）

●う ぴょんぴょん「うちわ作り」
◎時間　午前９時 30 分～11時 30 分

●の おたのしみ広場「そうめん流し」
◎時間　午前10 時～　　◎参加費　100 円
◎持ち物　タオル、エプロン、お茶、フォーク、箸、おにぎり持ち込み可

要予約（７組）

要予約（15 組）

２日（金） ●子 おたのしみの日「プール遊び」
◎時間　午前10 時～11時　　◎持ち物　飲み物、タオル、着替え

６日（火）
●あ わくわくランチ「子どもたちが食べている食事を食べます」

◎時間　午前11時～正午　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

要予約（5 組）

７日（水） ●の 沐浴講習会
◎時間　午前10 時～11時　　◎対象　高校生

要予約

８日（木）
●あ スマイルデー「森さんのバランスボール」

◎時間　午前９時 30 分～11時　　◎持ち物　飲み物、タオル
●谷 乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ

◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

要予約（10 組、8/1締切）
※初めて体験する人、産後１年未満の
人が優先予約です。

９日（金）

●子 おたのしみの日「プール遊び」
◎時間　午前10 時～11時　　◎持ち物　飲み物、タオル、着替え

●の おたのしみ広場「ひろば夏まつり」
◎時間　午前10 時～　　◎参加費　100 円
◎その他　ゆかた、じんべいでの参加大歓迎

要予約（15 組）

10 日（土） ●子 パパママ学級「妊娠中からの乳房管理と栄養」
◎時間　午前10 時～正午　　◎持ち物　母子健康手帳

要予約

20 日（火）
●あ さくらこども園の日「簡単にできるエコ洗剤を作ろう」

◎時間　午前９時 30 分～11時　　◎会場　さくらこども園
◎持ち物　お茶

要予約（8/13 締切）
※予約はあさり子育て支援センター

21日（水）
●子 乳幼児健康相談・おっぱい相談

◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分
●谷 すくすくランド「巾着袋作り」

◎時間　午前９時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

22日（木）

●あ もぐもぐデー「こども園のおやつを試食します・枝豆おむすび」
◎時間　午前10 時～11時　　◎持ち物　お茶

●う ぴょんぴょん「食事体験おいしいｄａｙ」
◎時間　午前９時 30 分～午後０時 30 分　　◎持ち物　エプロン、おしぼり
◎給食費　500 円

要予約（8/15 締切）

要予約（3 組、8/9 締切）

23 日（金） ●子 おたのしみの日「水遊び」
◎時間　午前10 時～11時　　◎持ち物　飲み物、タオル、着替え

27 日（火） ●の バースデーカフェ
◎時間　午前10 時～　　◎参加費　100 円

要予約

28 日（水）

●谷 すくすくランド「もぐもぐ体験」
◎時間　午前11時15分～午後０時 30 分
◎参加費　親子１人につき200 円
◎持ち物　エプロン、スプーン、フォーク、おしぼり、ご飯（大人）、箸

●子 離乳食教室
◎時間　午前10 時～11時 30 分　◎対象　中期７～８カ月児

要予約

30 日（金） ●子 おたのしみの日「子育て講座②」
◎時間　午前10 時～11時

子育てサポート　８月のイベント一覧

●子 子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡（５２）０５６９
●の のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８　　●谷 谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８
●あ あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　　●う うさぎ山子育て支援室　℡（５４）１４２５

　子育てサポートセンターの実施する今月のイベ
ントや各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせ
は下記の各施設までお問い合わせください。

（注）表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　ただし、本号発行後に変更される場合があります。
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秋にかかりやすい病気と
その予防について

～食欲の秋、読書の秋、行楽の秋、元気に楽し
く過ごしませんか～
　秋が来る前に、かかりやすい病気とその予防につ
いてお話します。
　季節ごとにかかりやすい病気があります。この機
会に秋にかかりやすい病気を知って、元気に秋を乗
り越えましょう。皆さんのご来場をお待ちしています。
◎開催日　８月28 日（水）
◎時間　午前 10 時～11 時
◎場所　済生会江津総合病院１階　
　　　　外来１ブロックと２、３ブロックの間
◎講師
　済生会江津総合病院
　診療看護師　池内寛記
※お申し込みは不要で、
受講料は無料です。

　済生会江津総合病院には、「アドバンス助産師」が
７人います。
　アドバンス助産師とは、自立してお産に関するケア
を実践できる能力を国から認められた助産師のこと
を言います。
　院内助産・助産外来などで高い専門性を発揮する
ことが期待され、安全な分娩・丁寧な乳房ケアを提
供しています。
　妊娠中の悩みや授乳に関する相談など、24 時間
電話相談も可能です。また、助産外来や子育て外来
などでも助産師が窓口となり相談に乗っています。
何でもお気軽にご相談ください。

医
師
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、済
生
会
、江

津
市
医
師
会
、能
美
医
院
に
よ
る
新
し

い
社
団
法
人
「
江
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
済
生
会
江
津
総
合
病
院
と
地
域
の
開
業
医

が
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、開
業
医
の
後
継
者
な

ど
が
済
生
会
病
院
と
医
院
の
両
方
に
在
籍
し

て
勤
務
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
す
。
医
師

の
確
保
、そ
し
て
、江
津
の
地
域
医
療
を
守
る

た
め
の
法
人
で
す
。

　
６
月
10
日
、島
根
県
庁
に
て
認
定
書
の
交
付

式
が
開
催
さ
れ
、法
人
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、平
成
29
年
度

の
改
正
医
療
法
で
始
ま
っ
た
新
制
度
で
す
。

地
域
が
連
携
し
て
医
療
・
介
護
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
に
都
道
府
県
知
事
が
認
定

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
全
国
で
10
法
人
設
立
さ

れ
、「
江
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

11
番
目
と
な
り
ま
す
。

　
認
定
書
の
交
付
式
で
は
、法
人
の
中
澤
芳
夫

代
表
理
事
が
「
医
師
会
と
協
力
し
な
が
ら
地

域
の
医
療
を
支
え
た
い
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
医
師
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

「
江
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立

８月の市民公開講座お産のことで悩んだら
アドバンス助産師にご相談ください！

６月10 日に認定書の交付式
が開催された。地域医療連携
推進法人の中澤芳夫代表理事

（済生会江津総合病院院長）、能
美一政理事（江津市医師会会
長）、花田有二理事（江津市医師
会副会長）が出席し、丸山達也
島根県知事から交付を受けた。

■問
済
生
会
江
津
総
合
病
院　
℡
（
５
４
）０
１
０
１

お産や子育ての

悩みや相談は
私たちがサポート！
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消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人
や
子

育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
販
売
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

販
売
し
ま
す

◎
販
売
対
象
者

①
平
成
31
年
１
月
１
日
に
江
津
市
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
31

年
度
（
令
和
元
年
度
）
市
民
税
が
非

課
税
の
人

※
た
だ
し
、
平
成
31
年
度
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
の

場
合
や
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子

が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

◎
販
売
上
限
額

①
一
人
に
付
き　
　
　

 

２
５
０
０
０
円

（
販
売
額
２
０
０
０
０
円
）

②
対
象
の
子
ど
も
一
人
に
付
き

２
５
０
０
０
円

（
販
売
額
２
０
０
０
０
円
）

◎
商
品
券
の
有
効
期
限

10
月
１
日

（火）
～
令
和
２
年
３
月
31
日

（火）

◎
商
品
券
の
利
用
方
法

　

利
用
可
能
店
舗
は
、
市
内
に
あ
る
取

り
扱
い
店
舗
で
す
。

◎
注
意
事
項

・
販
売
対
象
者
①
は
、
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
順
次
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
人
で
住
民
票
を
移
さ
ず

に
市
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
手
続
き

を
す
る
こ
と
で
購
入
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
の
販
売
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
市
や
国
の
職
員
な
ど
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
の

操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
販
売
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

江
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

実
施
本
部
（
財
政
課
財
政
係
）

℡
（
５
２
）
７
９
２
９

取
り
扱
い
店
舗
の

募
集
説
明
会
の
開
催

　
◎
対
象　
江
津
市
内
の
事
業
所
・
店
舗

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
業
者
や
暴
力
団
、

暴
力
団
関
係
団
体
企
業
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

◎
開
催
日　
８
月
７
日

（水）

◎
場
所
お
よ
び
時
間

・
江
津
商
工
会
議
所

午
前
10
時
～
11
時

・
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

午
後
２
時
～
３
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

江
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

実
施
本
部
（
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
）

℡
（
５
２
）
７
４
９
４

江
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
す

Information
Pick Up!

　

下
水
道
を
整
備
し
た
区
域
内
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
早
く
下

水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
、
周
辺
の

環
境
衛
生
が
向
上
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象
の
工
事
の
費

用
に
関
し
、
無
利
子
で
利
用
で
き
る
融

資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
無
利
子

融
資
に
改
正
し
ま
し
た
。 

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象
と
な
る
工
事 

　

便
器
、
流
し
台
、
浴
槽
な
ど
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
の
全
部
を
排
除
す
る
た

め
の
工
事
で
、
新
築
は
除
き
ま
す
。

①
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

す
る
工
事

②
浄
化
槽
（
合
併
浄
化
槽
を
含
む
）
を
廃

止
し
て
公
共
ま
す
に
接
続
す
る
工
事

③
右
記
の
工
事
に
付
随
す
る
工
事

◎
融
資
の
内
容

①
融
資
額

　

融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象
者
１
人
に
付

き
１
０
０
万
円
以
内
（
た
だ
し
、
１
万

円
を
単
位
と
す
る
）

②
利
子

　

無
利
子
（
た
だ
し
、
償
還
遅
延
利
息

は
本
人
負
担
と
す
る
）

③
返
済
方
法

　

融
資
を
受
け
た
月
の
翌
月
か
ら
60
回

以
内
の
元
利
均
等
月
賦
償
還

排
水
設
備
工
事
費
等
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
■問
下
水
道
課
管
理
係　
℡
（
５
２
）
７
４
９
７
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特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

■問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　
℡
（
５
２
）
７
４
９
４

検
査
日

時
間

場
所

８
月
26
日

（月）

13
：
00
～
14
：
00

都
治
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

14
：
30
～
15
：
00

浅
利
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
30
～
16
：
00

松
平
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

８
月
27
日

（火）

９
：
30
～
10
：
00

長
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

10
：
30
～
11
：
30

市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
00
～
15
：
30

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

８
月
28
日

（水）

９
：
30
～
10
：
30

波
子
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

11
：
00
～
12
：
00

敬
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
30
～
14
：
30

跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
30
～
16
：
30

江
津
市
役
所

８
月
29
日

（木）

９
：
30
～
10
：
30

二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

11
：
00
～
12
：
00

都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
30
～
14
：
30

嘉
久
志
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
00
～
16
：
30

渡
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

８
月
30
日

（金）

９
：
30
～
12
：
00

江
津
市
役
所

　
計
量
法
で
義
務
付
け
ら
れ
た
特
定
計

量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
の
計
量
器
が
あ
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
会
場
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
検
査
対
象
の
計
量
器

　
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」「
分
銅・お
も
り
」「
皮
革
面
積
計
」

◎
当
日
必
要
な
も
の

　
計
量
器
の
他
に
、
検
査
手
数
料
と
印

鑑
（
会
場
に
来
ら
れ
る
人
の
個
人
印
）

Information
Pick Up!

国
民
健
康
保
険■■問

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
７

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
制
度

変
更
（
都
道
府
県
単
位
化
）
に
よ
り
、

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
様
式
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
は
、「
保

険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま

す
。

◎
更
新
時
期　
毎
年
８
月

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま

で
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い

保
険
証
を
世
帯
主
宛
に
特
定
記
録
郵
便

で
郵
送
し
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
８
月
１

日
以
降
に
市
役
所
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、ご
自
分
で
細
か
く
裁
断
の
う
え
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
有
効
期
限
が
７
月
31
日
で
な
い
人

　
次
回
の
更
新
ま
で
に
75
歳
に
到
達
す

る
人
や
、
退
職
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
人
で
65
歳
に
到
達
す
る
人
は
、
有
効

期
限
が
異
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
切

れ
る
前
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◎
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
新
し
い
保
険
証
の
記
載
内
容
に
変
更

が
あ
る
と
き
や
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
が
転
出
し
て
い
る
と
き
、
勤
務

先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
き

は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
更
新
時
期
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
で
、
現

在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち

の
人
に
、
認
定
証
の
更
新
案
内
を
送
り

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す

る
人
は
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
現

役
並
み
所
得
者
（
課
税
所
得
６
９
０
万

円
以
上
の
人
以
外
）
の
人
も
「
限
度
額

認
定
証
」
の
提
示
が
必
要
で
す
。
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
わ
か
る
も
の・

窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
身
分
証
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

◎
更
新
手
続
き
の
期
限　
８
月
30
日

（金）

◎
手
続
き
窓
口　
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
ま
た
は
桜
江
支
所
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検
査
日

時
間

場
所

８
月
26
日

（月）

13
：
00
～
14
：
00

都
治
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

14
：
30
～
15
：
00

浅
利
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
30
～
16
：
00

松
平
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

８
月
27
日

（火）

９
：
30
～
10
：
00

長
谷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

10
：
30
～
11
：
30

市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
00
～
15
：
30

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー

８
月
28
日

（水）

９
：
30
～
10
：
30

波
子
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

11
：
00
～
12
：
00

敬
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
30
～
14
：
30

跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
30
～
16
：
30

江
津
市
役
所

８
月
29
日

（木）

９
：
30
～
10
：
30

二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

11
：
00
～
12
：
00

都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

13
：
30
～
14
：
30

嘉
久
志
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

15
：
00
～
16
：
30

渡
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

８
月
30
日

（金）

９
：
30
～
12
：
00

江
津
市
役
所

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
一
覧
表
の
翻
訳
版

　

江
津
市
で
暮
ら
す
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
翻
訳
版
を

作
成
し
ま
し
た
。　

◎
翻
訳
言
語

　

中
国
語
・
韓
国
語
・

英
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

◎
配
布
場
所

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

８
月
は

江
津
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　

夏
の
暑
い
日
、
家
の
電
気
の
半
分
以

上
を
エ
ア
コ
ン
が
使
っ
て
い
ま
す
。

　

涼
し
い
場
所
を
み
ん
な
で
共
有
す
る

こ
と
で
、
省
エ
ネ
・
節
電
に
つ
な
げ
る

の
が
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
で
す
。

◎
お
う
ち
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　

３
台
の
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
い
た
ら

２
台
を
止
め
、
一
部
屋
に
集
ま
り
家
族

で
団
ら
ん
を
。

◎
近
所
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　

自
宅
の
エ
ア
コ
ン
を
止
め
、
ご
近
所

の
お
宅
に
集
ま
っ
て
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
。

◎
自
然
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　

大
樹
の
下
や
水
辺
と
い
っ
た
自
然
で

涼
し
い
場
所
に
行
き
、
の
ん
び
り
と
過

ご
す
。

◎
ま
ち
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　

サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
、
パ
レ
ッ
ト
ご
う

つ
な
ど
の
「
し
ま
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
」
や

商
店
街
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
身
近
で
涼
し

い
場
所
に
集
ま
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
。

難
病
相
談

　

神
経
難
病
の
症
状
や
療
養
生
活
お
よ

び
介
護
に
関
す
る
相
談
を
専
門
医
師
が

お
受
け
し
ま
す
。

◎
日
時　
９
月
12
日

（木）
午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　
市
役
所
２
階
第
６
会
議
室

◎
対
象　

神
経
内
科
疾
患
の
人
、
ご
家

族
な
ど

◎
担
当
医

　
島
根
県
立
大
学
神
経
内
科山

下
一
也
医
師

◎
定
員　
３
人
程
度

◎
費
用　
無
料

◎
申
込
方
法　
電
話
予
約

難
病
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
・
む
つ
み
会
・

ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
合
同
交
流
会
in

江
津

◎
日
時　
９
月
12
日

（木）
午
後
１
時
～
３
時

◎
場
所　
市
役
所
２
階
第
６
会
議
室

◎
対
象　
難
病
の
人
、
ご
家
族
な
ど

◎
内
容　
交
流
会

◎
助
言
者

　
島
根
県
立
大
学
神
経
内
科山

下
一
也
医
師

◎
費
用　
無
料

◎
参
加
方
法　
電
話
予
約

◎
申
込
締
切　
８
月
28
日

（水）

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
採
用

試
験
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

◎
受
験
資
格

　

満
18
歳
以
上
33
歳
以
下
（
大
学
卒
業

者
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
大
学
卒
業
見

込
み
の
者
を
除
く
） 

◎
申
込
受
付
期
間　
８
月
30
日

（金） 

ま
で

◎
第
１
次
試
験
日　
９
月
22
日

（日）

※
詳
し
く
は
、
島
根
県
警

察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

認
ま
た
は
右
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲ＨＰはこちら

市
民
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

難
病
相
談
・
難
病
サ
ロ
ン

島
根
県
警
察
官
（
高
卒
程
度
）
の
募
集

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
６

■申
■問
浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課　
℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
４
９

■問
江
津
警
察
署　
℡
（
５
２
）
０
１
１
０

▲ＨＰはこちら
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ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
す

「
第
６
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画
」

　
江
津
市
が
展
開
す
る
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
「
江

津
市
総
合
振
興
計
画
」。
今
年
度
、
そ

の
第
６
次
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
か
ら

の
意
見
を
聞
き
、
政
策
形
成
段
階
か
ら

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
（
6
月
23
日
）
で
は
、
33

人
（
高
校
生
11
人
を
含
む
）
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
江
津
市
の
今
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
５
つ
の
分
野
で
、
日
頃
感
じ
て

い
る
ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
、
変
え
た
い

と
こ
ろ
を
出
し
合
い
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
2
回
目
（
7
月
10
日
）
の
テ
ー
マ

は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
考

え
よ
う
」。
参
加
者
は
27
人
（
高
校
生

６
人
を
含
む
）
で
し
た
。

　
参
加
者
同
士
で
、
江
津
市
の
今
後
伸

ば
す
べ
き
と
こ
ろ
、
改
善
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、

発
表
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
共
有
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
総
合

振
興
計
画
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
市
政
運
営
に
も
活
か
し
ま
す
。

「
第
６
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画
策
定

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た

江
津
邑
智
消
防
組
合
職
員
募
集

■■問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
５

■問
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係　
℡
（
５
２
）
０
１
１
９

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
消
防

職
員
採
用
資
格
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す

◎
試
験
区
分　
消
防
職

◎
採
用
予
定
人
員　
５
人
程
度

◎
受
験
資
格

①
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
人

は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◎
試
験
日

①
第
１
次
試
験　
９
月
22
日

（日）

②
第
２
次
試
験　
10
月
中
旬
（
予
定
）

◎
場
所　
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部

※
１
次
、
２
次
試
験
と
も

◎
申
込
受
付
期
間　
８
月
28
日

（水）
ま
で

※
詳
細
は
、
江
津
邑
智
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま
た
は
右
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

副
市
長
に
藤
田
裕
氏

　

前
副
市
長　

藤
田
和
雄
氏
に
代
わ

り
、
藤
田
裕
氏
（
前
顧
問
）
が
６
月
19

日
、
副
市
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で
で

す
。

副
市
長
人
事

▲ＨＰはこちら
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２　職員の人事評価および勤務評定の状況

１　職員の任免および職員数に関する状況

（単位：人）（１）職員数の状況
平成 30 年度職員数

（平成 30 年 4 月 1 日）
平成 30 年度中

採用者数 退職者数
6 0 0

（２）構成市からの派遣職員
（平成 30 年４月１日）

江津市 浜田市
4 人 10 人

　職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするため、
地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間 2 回の人事
評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格などに際しては、
所属長による勤務評定を実施しています。

区分 人数 内容
昇給時 4 定期昇給時における所属長による勤務評定

昇格・昇任時 2 主事から主任主事など昇任時における所属
長の勤務評定

（平成 30 年度中　単位：人）

区分 内容
勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
休憩時間 正午から午後 1 時までの 1 時間
週休日 日曜日および土曜日
休日 国民の祝日に関する法律に規定する休日および

年末年始（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

７　職員の服務の状況

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

浜田地区広域行政組合
平成 30 年度人事行政の
運営等の状況の報告
　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、
介護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高める
ことを目的として、地方公務員法および浜田地区広域行政組
合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員の任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務条件など人
事行政の運営の状況についてお知らせします。

■問浜田地区広域行政組合　℡（５３）５０８２

３　部門別職員数の状況

４　職員の勤務時間などの状況

（派遣職員を含む。各年度 4 月 1 日現在　単位：人）

区分 内容
年次有給

休暇
1 年につき 20 日間付与、新規採用職員（4 月 1 日付）
は 15 日間付与

特別休暇

特別な事由により勤務しないことが相当であると認
められる場合の休暇の種類は、公民権の行使、証人
などの官公庁への出頭、ドナー休暇、ボランティア
休暇、結婚休暇、産前の健診、妊娠に起因する体調
不良、産前産後休暇、育児時間、妻の分べん、男性
の育児、乳幼児健診、子などの看護休暇、忌引、父
母などの法要、夏季休暇、セルフケア休暇、感染症、
災害などによる交通遮断・住宅の破壊、生理休暇で
す。

５　職員の休暇などの状況

６　職員の分限および懲戒処分の状況

区分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 0 0 0 0 0 0

（平成 30 年度中　単位：人）

８　職員の退職管理の状況

　地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職し
た退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほか、退
職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。届出お
よび公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤の役職員、
または非常勤の役員に就任した場合としています。

区分 管理者数 件数
退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（平成 30 年度末退職職員） 0 0

働きかけ等に関する公平委員会からの調査の要求 0

（平成 30 年度中　単位：人）

区分 人数 内容

職
員
研
修

県自治研修所 16 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合事務組合 12 行政実務研修・政策課題研修
派遣研修 1 自治大学校・市町村アカデミーなど
江津市・浜田市研修 27 服務・倫理・健康・人権研修会など
各課独自研修 77 実務研修など

９　職員の研修の状況
（平成 30 年度中　単位：人）

区分 人数 内容

健康
診断

定期健康診断 3 広域行政組合が実施する一般健診
人間ドック 3 市町村職員共済組合が実施する総合

健診
特殊健診 0 じん肺健診・騒音健診

公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う補償

（平成 30 年度中　単位：人）

10　職員の福利および利益の保護の状況

区分 状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する審査請求の状況 該当なし

11　公平委員会の業務の状況
（平成 30 年度中）

Information
Pick Up!

区分 職員数 対前年
増減数

主な増減
理由部門 28 年 29 年 30 年 31 年

一般行
政部門

総務 5 5 5 5 0
衛生 2 2 2 2 0

公営企業会計部門 13 13 13 13 0
合計 20 20 20 20 0
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不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
８
月
25
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

○￥
有
料

○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

燃
や
せ
る
ご
み
の

特
別
収
集
・
休
日
開
場
日

☆
特
別
収
集

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
日
が
月
・

木
曜
日
の
地
区
で
特
別
収
集
を
し
ま

す
。

○日
８
月
12
日

（月）

☆
休
日
開
場
日

　
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
可
燃

物
処
理
場
）へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○日
８
月
12
日

（月）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

○￥
有
料

※
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

　
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

お
知
ら
せ

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
日

　

次
の
期
間
は
、市
内
全
小
・
中
学

校
が
学
校
閉
庁
日
と
な
り
ま
す
。

　

夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、そ
し

て
、教
職
員
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
と
休
暇
取
得
促
進
を
図
る
た
め
に

行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

緊
急
時
は
、問
い
合
わ
せ
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○期
８
月
11
日

（日）
～
８
月
16
日

（金）

■問
学
校
教
育
課
管
理
係

℡
（
５
２
）７
４
９
５

催
眠
商
法
、無
料
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）は
、閉
め

切
っ
た
会
場
に
人
を
集
め
、日
用
品
な

ど
を
無
料
や
格
安
で
配
り
、冷
静
な
判

断
が
で
き
な
く
な
っ
た
来
場
者
に
高

額
な
商
品
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。

　

最
近
で
は
、数
カ
月
以
上
の
長
期

に
わ
た
る
展
示
会
を
開
催
し
、販
売

員
と
高
齢
者
な
ど
が
親
し
く
な
り
、

継
続
的
に
会
場
に
通
わ
せ
、最
終
的

に
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

無
料
商
法
と
は
、無
料
体
験
・
無

料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
〝
無
料
〟で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
勧
誘
し
、最
終
的

に
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約

さ
せ
る
こ
と
で
す
。

◎
主
な
販
売
手
口

・
会
場
の
雰
囲
気
が
楽
し
い
と
思
わ

せ
、積
極
的
に
会
場
に
通
わ
せ
る
。

・
販
売
員
と
顧
客
以
上
の
信
頼
関
係

が
あ
る
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
。

・
健
康
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
る
。

・
病
気
が
治
る
と
い
う
効
能
・
効
果

を
う
た
っ
て
勧
誘
、販
売
す
る
。

◎
身
を
守
る
方
法

　

高
額
な
商
品
を
購
入
、契
約
す
る

前
に
、ま
ず
は
家
族
や
友
人
な
ど
周

囲
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■問
総
務
課
行
政
係℡

（
５
２
）７
９
２
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

新
た
に
発
行
す
る
人
へ

　
「
通
知
カ
ー
ド
」お
よ
び
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」と
一
緒
に
届

け
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
送
付
用
封
筒
（
返
信
用
封
筒
）」の

差
出
有
効
期
間
を
再
延
長
し
ま
し
た
。

　
差
出
有
効
期
間
が
平
成
29
年
10
月

４
日
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、令

和
４
年
５
月
31
日
ま
で
切
手
を
貼
ら

ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

※
返
信
用
封
筒
を

お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
市
民
係

℡
（
５
２
）７
４
８
２

有
　
料

　
広

　
告

情報
ポケットご

み
・
環
境

ペ
ッ
ト
の
受
動
喫
煙
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
た
ば
こ
の
副
流
煙
（
火
の
つ
い
た

た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
）は
、人
だ

け
で
な
く
一
緒
に
暮
ら
す
ペ
ッ
ト
の

健
康
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
臭
い
に
敏
感
な
た
め
、想
像

以
上
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
大
切
な
家
族
で
あ
る
ペ
ッ
ト
の
た

め
に
も
、近
く
で
喫
煙
す
る
こ
と
は

控
え
、換
気
す
る
な
ど
の
ご
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

各記号の意味
○日日時　○期期間　○場場所　○内内容　○対対象
○資資格　○持持ち物　○定定員　○￥費用　○〆締切　
○他その他　■問問い合わせ先　■申申請先

８月

▲ＨＰはこちら
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有
　
料

　
広

　
告

後
期
高
齢
者
医
療

「
医
療
費
通
知
」の
送
付

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
発
行
の
「
医
療
費
通
知
」を
送
付

し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、確
定
申
告

の
医
療
費
控
除
に
使
用
で
き
ま
す
。

○対
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
全
員

◎
発
送
時
期　

【
第
１
回
】８
月
中
旬
（
平
成
30
年

11
月
～
平
成
31
年
４
月
診
療
分
）

【
第
２
回
】令
和
２
年
１
月
中
旬

（
令
和
元
年
５
月
～
10
月
診
療
分
）

※
令
和
元
年
11
月
～
12
月
診
療
分

は
、医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書

を
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○他
は
り
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

は
別
に
送
付
す
る
療
養
費
通
知
や
領

収
書
を
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

℡　
（
５
２
）７
４
８
３

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間

　
８
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用

状
況
調
査
）強
化
月
間
で
す
。

　
各
地
区
の
農
業
委
員
が
巡
回
し
て

指
導
し
ま
す
。
食
料
の
生
産
基
盤
で

あ
る
農
地
の
総
点
検
と
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
の
指
導
お
よ
び
違

反
転
用
防
止
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　
現
地
立
ち
入
り
の
際
に
は
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分

　
農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地

を
農
業
以
外
の
用
途
に
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、違
反
転
用
と
な
り
ま
す
。

　

違
反
転
用
に
は
、３
年
以
下
の
懲

役
や
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
い

う
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
場
合

は
、各
地
区
の
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
ま
た
は
、農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
（
５
２
）７
９
５
８

ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
す
か
？

　

ま
め
ネ
ッ
ト
と
は
、「
ま
め
ネ
ッ

ト
カ
ー
ド
」を
持
つ
皆
さ
ん
の
カ
ル

テ
情
報
を
県
内
の
様
々
な
医
療
機
関

で
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

共
有
す
る
こ
と
で
、検
査
や
投
薬

の
重
複
を
避
け
、精
神
的
、身
体
的
な

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
意
識
不
明
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
で
も
、搬
送

先
の
病
院
で
情
報
を
確
認
し
、迅
速

に
適
切
な
処
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
は
、参
加
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

・
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

る
人

・
複
数
の
薬
の
処
方
を
受
け
て
い
る
人

・
持
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

・
小
さ
な
お
子
さ
ん
、高
齢
者

■申
■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
ね
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

℡
０
８
５
３
（
２
２
）８
０
５
８

相　
談

８
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
5
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
６
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
６
日

（火）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
～
2
時
30
分

☆
28
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
8
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
28
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

生
活
・
仕
事
・
お
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
に
、専
門
の
支
援
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

○日
８
月
14
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
２
水
曜
日

○場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

○内
求
人
・
求
職
相
談
、

　
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
８
月
10
日

（土）
、24
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

市県民税（２期）の納付期限は９月２日（月）です
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が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○日
８
月
24
日

（土）　
午
前
９
時
～
正
午

○場
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

○対
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

歓
迎
し
ま
す
。

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

講
座
・
研
修

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

清
掃
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習 

　
清
掃
の
技
術
を
学
ん
で
仕
事
に
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○日
10
月
３
日

（木）
、４
日

（金）
の
２
日
間 

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

○場
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○対
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
会
員
と
し
て
就
業
を
希
望
す

る
人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人 

○内
実
習
を
交
え
な
が
ら
、清
掃
業
務

従
事
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
基
本
的

な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。 

○￥
無
料 

○定
10
人 

○〆
９
月
19
日

（木）

◎
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

■申
■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
約
２
カ
月
で
介
護
の
基
礎
資
格
で

あ
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

で
き
ま
す
。

○対
こ
れ
か
ら
県
内
の
福
祉
・
介
護
の

分
野
で
働
い
て
み
た
い
と
思
う
人
の

う
ち
、介
護
分
野
の
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
人

○日
９
月
６
日

（金）
～
10
月
31
日

（木）

※
土
日
、祝
日
を
除
く
。

○場
い
わ
み
ー
る

○内
介
護
職
員
初
任
者
研
修
早
期
取

得
、介
護
職
場
へ
の
就
職
支
援
（
求

人
紹
介
や
個
別
就
職
相
談
な
ど
）

○定
20
人

○￥
受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
６
０
４
８
円
は
自
己

負
担
で
す
。

○〆
８
月
22
日

（木）

◎
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
申
込
書

を
送
付
し
て
申
し
込
む

■申
■問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室℡

０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
０

介
護
の
入
門
的
研
修

○対
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
、介
護
職

場
に
就
業
を
希
望
す
る
人
な
ど

○日
【
第
１
回
】８
月
27
日

（火）
、

９
月
３
日

（火）
、９
月
10
日

（火）

【
第
２
回
】11
月
５
日

（火）
、

11
月
12
日

（火）
、11
月
19
日

（火）

【
第
３
回
】12
月
４
日

（水）
、

12
月
11
日

（水）
、12
月
18
日

（水）

※
３
日
間
で
１
回
分
の
研
修
で
す
。

○場
第
１
、第
２
回　
い
わ
み
ー
る

　
第
３
回　
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

○定
各
回
20
人

○￥
無
料

○〆
【
第
１
回
】８
月
16
日

（金）

【
第
２
回
】10
月
25
日

（金）

【
第
３
回
】11
月
22
日

（金）

◎
申
込
方
法　
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
島
根
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
■問
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
島
根

支
部

℡
０
８
５
２
（
２
５
）８
３
０
２

女
性
の
た
め
の

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

自
分
ら
し
く
働
く
た
め
に
価
値

観
や
適
性
を
考
え
、具
体
的
に
働
く

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
自
分
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
・
面
接
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
す
。

○日
９
月
５
日

（木）　
午
後
１
時
～
３
時

○場
い
わ
み
ー
る
３
０
１
研
修
室

◎
講
師　
今
岡　
文
香
氏
（
国
家
資

格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

○対
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
女
性

○定
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

○￥
無
料

※
託
児
あ
り
ま
す
（
無
料
）

◎
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

■申
■問
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

℡
０
８
５
５
（
２
５
）５
２
０
７

失
語
症
研
修
会

　

失
語
症
は
、脳
卒
中
や
交
通
事
故

な
ど
に
よ
り
、聞
く
、話
す
、読
む
、書

く
こ
と
な
ど
が
難
し
く
な
る
言
葉
の

障
が
い
で
す
。

　
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○日
９
月
１
日

（日）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
12
時
40
分
開
始

○場
済
生
会
江
津
総
合
病
院
２
階
講
堂

○￥
無
料

○内
講
演
「
失
語
症
の
理
解
と
そ
の
対

応
」、実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
に
つ
い
て
演
習
と
交
流
会

○〆
８
月
16
日

（金）

◎
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

■申
■問
済
生
会
江
津
総
合
病
院
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科
（
平
川
）

℡
（
５
４
）０
１
０
１

有
　
料
　
広
　
告
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有
　
料
　
広
　
告

募　
集

「
し
ま
ね
景
観
賞
」募
集

　

魅
力
あ
る
島
根

の
景
観
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
建

造
物
な
ど
を
各
部

門
ご
と
に
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
部
門

　

①
ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門
、

②
土
木
施
設
部
門
、③
公
共
建
築
部

門
、④
民
間
建
築
部
門
、⑤
屋
外
広
告

物
・
そ
の
他
部
門

○資
自
薦
、他
薦
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

○〆
８
月
31
日

（土）

◎
応
募
方
法

①
江
津
市
都
市
計
画
課
に
あ
る
応
募

用
紙
に
資
料
を
添
え
て
提
出

②
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

■申
■問
島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課
景

観
政
策
室

℡
０
８
５
２
（
２
２
）６
７
７
３

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
８
月
15
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

石
見
海
浜
公
園

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

 
☆
秋
季
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
） 

○期
８
月
19
日

（月）
～
（
毎
週
月
曜
日
）

　
午
後
７
時
～
９
時　
※ 

延
べ
10
回

○場
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◎
コ
ー
ス

①
一
般
（
高
校
生
以
上
）：
初
心
者
・

上
級
者
コ
ー
ス

②
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
以
下
）
：
初

心
者
・
上
級
者
コ
ー
ス

※
定
員
は
各
コ
ー
ス
10
人

○￥
参
加
料
①
一
般
３
０
０
０
円
、②

ジ
ュ
ニ
ア
２
０
０
０
円

☆
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
in
海
浜
公
園 

○日
９
月
１
日

（日）

　
受
付
開
始
：
午
前
９
時
～

○場
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

○対
高
校
生
以
上 

○定
先
着
24
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５
人

で
プ
レ
イ
、登
録
は
10
人
ま
で
可
能
） 

○￥
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

○〆
８
月
23
日

（金）

◎
申
込
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留
に
よ
る
申

込
も
で
き
ま
す
。

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

訓
練
生
の
募
集

☆
基
礎
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
＆
経

理
マ
ス
タ
ー
科

　
初
心
者
を
対
象
に
、一
般
事
務
に
必

要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、経
理
事

務
（
簿
記
）の
実
践
的
知
識
、技
能
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
ま
す
。

○資
求
職
者

○期
９
月
18
日

（水）～
令
和
２
年
１
月
17
日

（金）

○場
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

○定
15
人

○￥
無
料
（
１
６
０
０
０
円
程
度
の
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要
）

○〆
８
月
30
日

（金）

◎
入
校
検
定
日　
９
月
６
日

（金）

◎
選
抜
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語･

数
学
）・
面
接
試
験

◎
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校
（
得
能
、

武
内
）℡

０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

イ
ベ
ン
ト

江
津
市
人
権
・
同
和
教
育

講
演
会

○日
８
月
５
日

（月）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○場
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
演
題　
「
恥
ず
か
し
い
の
は
ど
っ

ち
だ
～
差
別
・
い
じ
め
の
仕
組
み

（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）を
考
え
る
～
」

◎
講
師　
江
嶋
修
作
氏
（
解
放
社
会

学
研
究
所
所
長
）

○￥
無
料

○他
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
を
行
い
ま

す
。

■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
０
１
８

有
福
温
泉
夏
ま
つ
り

　
恒
例
の
有
福
温
泉
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
歌
謡
シ
ョ
ー
や
石
見
神

楽
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
・
夜
店
が

あ
り
ま
す
。

○日
８
月
24
日

（土）

　
午
後
５
時
30
分
～
10
時

○場
老
人
ホ
ー
ム
有
福
駐
車
場

※
小
雨
決
行

■問
有
福
温
泉
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
有
福
温
泉
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

流
セ
ン
タ
ー
内
）℡

（
５
６
）２
２
１
８

▲ＨＰはこちら
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原
爆
の
絵
＆

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
絵
本
展

　
延
べ
90
万
人
余
の
被
爆
者
な
ど
を

癒
し
続
け
た
有
福
温
泉
で
、展
示
と

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
期
間
中
行
い
ま
す
。

　
８
月
6
日
の
午
前
８
時
15
分
か
ら

は
、平
和
記
念
式
典
に
併
せ
て
「
折

り
鶴
献
納･

献
花
」を
開
催
し
ま
す
。

◎
展
示
内
容

　
被
爆
体
験
証
言
者
と
高
校
生
の
共

同
制
作
に
よ
る
原
爆
の
絵
（
36
枚
）、生

誕
１
０
０
年
を
迎
え
た
絵
本
作
家
い

わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
絵
本
（
40
冊
）な
ど

◎
上
映
内
容

　
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」、「
ヒ
ロ

シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
」

○期
８
月
１
日

（木）
～
15
日

（木）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○場
有
福
温
泉
町
湯
町
サ
ロ
ン

■問
有
福
温
泉
湯
町
自
治
会

℡
（
５
６
）３
３
２
１

島
根
整
肢
学
園
夏
ま
つ
り

　
石
見
神
楽
な
ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
演
目
、模
擬
店
を
準
備
し
、地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○日
８
月
25
日

（日）　
午
後
５
時
～
８
時

○場
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
（
雨
天
の
場
合
は
屋
内
）

■問
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー 

育
成
部

℡
（
５
２
）２
４
４
２

郷
土
の
自
然
史
観
察
会
＆

土
星
観
察
会

　
市
内
に
は
、有
名
な
滝
や
渓
谷
、水

晶
の
山
な
ど
特
徴
の
あ
る
自
然
史
の

フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
く
あ
り
ま
す
。
参

加
者
が
希
望
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
（
主

に
市
内
）で
観
察
会
を
し
ま
す
。

　
夜
は
館
の
庭
で
天
体
観
察
を
し
ま

す
。
夏
の
間
、土
星
や
木
星
が
観
望

の
絶
好
期
で
す
。

○期
８
月
１
日

（木）
〜
31
日

（土）
の
毎
日

自
然
史
観
察
会
：
午
後
１
時
〜
５
時

土
星
観
察
会
：
午
後
８
時
〜
10
時

◎
集
合
場
所

　
桜
江
町
大
貫
の
小
さ
な
自
然
館

○定
自
然
史
観
察
は
毎
回
３
人
程
度
、

天
体
観
察
は
人
数
制
限
な
し

○￥
無
料

◎
申
込
方
法　
希
望
日
の
前
日
ま
で

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■申
■問
小
さ
な
自
然
館

℡
０
８
０
（
１
６
４
５
）０
４
７
５

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

い
の
ち
」

上
映
会
＆
特
別
企
画

　

宇
宙
の
誕
生
か
ら
、い
の
ち
の
誕

生
の
軌
跡
を
た
ど
り
「
生
き
て
い

る
」こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で

き
る
映
画
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

い
の
ち
」

を
上
映
し
ま
す
。

　
命
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
や
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
特
別
企
画

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

○日
８
月
17
日

（土）

　
【
１
部
】午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
【
２
部
】午
後
４
時
～
５
時
30
分

※
開
場
は
各
部
30
分
前
～

○場
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

○￥
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■問
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
実
行
委
員
会
（
め
ば
え

の
森　
森
春
奈
）

℡
０
９
０
（
８
１
６
０
）４
６
７
３

　

haru.m
w

.na@
gm

ail.com

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
、採
用
計
画
の
説
明
を
行
う
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

○日
８
月
14
日

（水）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

○場
く
に
び
き
メ
ッ
セ
１
階
大
展
示
場

○内
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
「
若
手
先
輩
社

員
か
ら
学
ぶ
！
今
す
ぐ
で
き
る
就
活

テ
ク
！
」、オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
「
企
業
の

60
秒
生
Ｃ
Ｍ
！
」、企
業
ブ
ー
ス
訪
問

◎
対
象
者　

・
令
和
２
年
３
月
大
学
（
院
含
む
）、

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

・
未
就
職
卒
業
者
（
既
卒
３
年
以
内
）

・
県
内
就
職
を
希
望
す
る
人

◎
参
加
企
業

　
７
月
中
旬
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

■問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益
財

団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

℡
０
１
２
０
（
６
７
）４
５
１
０

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

夏
休
み
期
間
（
～
８
月
31
日
）は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
ス

～
夜
の
水
族
館
へ
よ
う
こ
そ
～

○日
８
月
23
日

（金）
～
25
日

（日）

　
午
後
６
時
～
９
時
30
分

○￥
入
館
料
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は

参
加
費
が
必
要
で
す
）

※
当
日
入
館
し
た
人
は
そ
の
ま
ま
観

覧
で
き
ま
す
。
再
入
館
の
際
は
チ
ケ

ッ
ト
の
半
券
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

○内
夜
間
特
別
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、ナ
イ

ト
ア
ク
ア
ス
限
定
水
槽
、「
ど
き
ど

き
!?
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
！
」、ナ
イ
ト
ガ

イ
ド
、プ
チ
屋
台
村
な
ど

○他
来
場
者
に
は
、光
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

石
見
神
楽
（
ア
ク
ア
ス
公
演
）

◎
日
程

・
８
月
４
日

（日）　
周
布
青
少
年
保
存
会

・
８
月
11
日

（日）　
佐
野
神
楽
社
中

・
８
月
13
日

（火）　
後
野
神
楽
社
中

・
８
月
14
日

（水）　
大
都
神
楽
団

・
８
月
15
日

（木）　
波
子
社
中

・
８
月
18
日

（日）　
有
福
神
楽
保
持
者
会

・
８
月
25
日

（日）　
亀
山
社
中

◎
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

○場
ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場　

◎
神
楽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
島
根
物
産
商
事
株
式
会
社

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
３
８
８

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

有
　
料
　
広
　
告
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 交通事故の発生状況
（６月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ１年 20 0 24
前年比 8 0 12

県
内

Ｒ１年 429 12 499
前年比 -78 2 -121

 火災・救急・救助の件数
（６月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 3 1 94
年間合計 6 11 605

 人の動き
（６月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　23,521人（-9）
男　　　　11,049人（-2）
女　　　　12,472 人（-17）
世帯数　　11,587世帯（-9）
赤ちゃんの誕生

男の子　　8人　／　女の子　　1人

ありがとうございます
（６月 30 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付

香典返し寄付

▽桜江・瀬尻敏樹さん（故重藏さん）▽桜江・帶
刀昇三さん（故千代子さん）▽江津・鹿森隆寛さん

（故サチ子さん）▽渡津・佐々木一さん（故芳子さ
ん）▽渡津・今田和美さん（故良夫さん）▽江津・
反田正博さん（故多四郎さん）

※掲載をご了承いただいた人について掲載し
ています。印刷上表記できない漢字は、常用
漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

有
　
料
　
広
　
告

消費者生活に関するご相談は、
　消費者ホットライン
　　１８８（局番無し）
　　　　※お近くの消費者相談セ

　　　ンターにつながります。

くらしの広場
　マンガで学ぶ
　賢い消費生活

作 柏屋コッコ

（無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

８月の無料相談
人権相談

江津 19 日（月）　9：00 ～12：00
市役所２階　第６会議室

桜江 開催なし
行政相談

江津 21日（水）14：00 ～17：00
市役所１階　市民相談室

桜江 開催なし
こころの健康相談

日時 21日（水）14：00 ～16：00
会場 市役所第４会議室

予約先 浜田保健所　℡0855（29）5550
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所浜田相談室
℡0855（29）5563

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

８日（木）13：00～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

30 日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）

20 日（火）9：45～12：00
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会　℡（52）6710

８月の断酒会
江津保健センター
開催日 １日・８日・22 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 開催なし時間

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

ごうつ防災メール
災害や道路・河川に関する情報
を発信します。
登録はこちら→
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

石見地方最古の「神楽役
やくざし

指帳」発見
　多鳩神社（二宮町神主）の神職宇津巻家の親族が倉庫
を掃除していたところ、1500 点以上の古文書を発見。そ
の中から、宝暦４年（1754 年）に行われた神楽の演目と
配役を記した「神楽役指帳」が見つかりました。
　和紙11枚つづりで、寛延３年（1750年）と宝暦４年（1754
年）に行われた神楽の記録を天保 10 年（1839 年）に書
き写したものと判明しました。現在、大元神楽式年祭や石
見神楽で舞われている演目もありましたが、現代では舞わ
れていない演目もあり、今後の解明が期待されます。
　この史料は、現在知られている石見地域の役指帳の中
で、最も古いものである可能性が高く、神楽演目の歴史的
な変遷を知る上で非常に重要です。今後、他の古文書と
一緒に整理・調査を行い、一般公開する方針です。

都野津の町の伝統文化を知ろう
　６月 23 日、都野津町の伝統文化を学ぶ「都野津文化
講座」の第１回目が都野津地域コミュニティ交流センター
で開催されました。
　令和にちなみ「柿本人麻呂と依羅娘子」がテーマ。第 1
部では、水墨で描かれた江津の万葉物語の紙芝居を見な
がらの朗読。第 2 部は、市内にある 6 基の歌碑に記され
た柿本人麻呂の歌について小路伴子さんが語りました。
　参加した約 90人の皆さんは、伝統文化に触れるひとと
きを過ごしました。

さらさら揺れる短冊の願い
　子育てサポートセンターで「七夕会」が７月５日に行われま
した。
　23 組の親子が参加し、ササに願い事を書いた短冊や七
夕飾りを一緒に飾り付け。短冊には「健康で大きくなります
ように」など、親子で考えた願い事が記されていました。他
にも、歌やダンス、紙芝居の読み聞かせなどがあり、参加
した皆さんは笑顔で過ごしていました。

サッカーって楽しいね！
　6月26日、（一社）島根県サッカー協会浜田支部主催のチャ
イルドサッカー大会がありました。
　市内の 9 つの保育所（園）が参加。会場のシビックセンター
公園の芝生に設けた特設フィールドで試合を行いました。園
児にサッカーの楽しさを知ってもらうため大会を開催してお
り、試合といっても勝敗は決めません。一生懸命ボールを追
う園児たちの表情は生き生きと輝いていました。

神楽役指帳のページの一部。
「天神」「黒塚」「綱貫」「恵美須」
など、いまに伝わる演目の名前
が記されている→

↑宇津巻節子さん（左）と磯前
睦子さん（右）
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たたききゅうりのツナ和え

材料（２人分）
・きゅうり　１本
・ツナ（缶）　1/2 個
・トマト　1/4 個

ポン酢しょう油　大さじ１
砂糖　小さじ２
ゴマ油　小さじ１
しょうが（すりおろし）　少々
いりごま　小さじ１

江津食彩
朝ごはんに毎日プラス１皿の野菜

Cooking

夏野菜のきゅうりは、体を冷やす作用があり、
汗で失いやすいカリウムが豊富で夏バテ予

防にも効果的。パリッとした歯ごたえが楽しく、よ
く噛むことで消化を助け、脳も活性化します。
　きゅうりは切るより叩いた方が、味が染み込み
やすくなります。冷蔵庫で冷やして食べるのがお
すすめです。

作り方
１きゅうりはヘタを落とし、ビニール袋に入れ、麺棒などで叩く。あ

る程度の割れ目が入れば、手や包丁で食べやすい大きさに分け
る。ひとつまみの塩（分量外）を加えよくもみ、少し置いた後、水
で洗ってしっかり絞る。

２トマトは角切りにし、ツナは缶汁をきる。
３ボウルに★を混ぜ合わせ１と２を加えて和える。

今月の休館日 ◎毎週火曜日
◎月末休館日　31日（土）

問江津市図書館	 ℡（５２）０５５１
桜江分館	 ℡（９２）０３００

Library 図書館においでよ！

ごうつの味　四季めぐり

1 人分の野菜使用量　70g

★

※本館と分館ではゲームの内容などが異なります。

◎日程　本館：８月４日（日）
　　　　分館：８月18 日（日）
◎時間　午後２時～
◎申込　必要
※当日の申込でも人数に余裕があれば
できます。窓口でお尋ねください。

わら細工教室を開催
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江津市教育の魅力化プロデューサー
江上　尚

教
育

魅
力

化
C
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EER

 ED
U

C
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R
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U
R
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O

M
ETO

W
N

［ 学校説明会から見えてくるもの ］
第４回

夏
休
み
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
高
校
に

進
も
う
か
と
悩
ま
れ
て
い
る
中
学
3

年
生
の
皆
さ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
号
で
は
、
江
津
高
校
と
江
津
工
業
高

校
が
6
月
、
7
月
に
開
催
し
た
学
校
説
明
会

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

外
に
飛
び
出
す
と
見
え
て
く
る
魅
力

　
江
津
高
校
は
、
６
月
下
旬
、「
地
域
み
ら

い
留
学
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
の
大
阪
会

場
・
東
京
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
般

財
団
法
人 
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
地
域
み
ら
い
留
学
推
進
協
議

会
・
島
根
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
共
催
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

島
根
県
か
ら
は
17
の
高
校
が
参
加
、
来

場
者
は
２
０
０
０
人
を
超
え
る
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
江
津
高
校
の
ブ
ー
ス
は
、

「
わ
く
わ
く
感
」
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
教
頭
先

生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
も

あ
り
、
際
立
っ
て
盛
況
で
し
た
。

　
「
島
根
県
や
地
方
の
高
校
に
留
学
し
ま
せ

ん
か
？
」
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
主
に
大
都
市
圏
の
中
学

生
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
ざ
わ
ざ
地
方
の
公
立
高
校
に
進
学
し

た
い
な
ん
て
、
ど
う
し
て
？
」
と
思
わ
れ

る
人
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
理
由

は
、
よ
り
良
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
子
ど
も
に
与
え
て
あ
げ
た
い
と
考
え
る

保
護
者
か
ら
す
る
と
、「
島
根
県
の
公
立
高

校
は
魅
力
的
に
映
る
」
か
ら
で
す
。

　

島
根
県
の
公
立
高
校
に
は
、
ど
ん
な
魅

力
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
、
と

て
も
大
切
な
３
年
間
で
す
。
何
よ
り
も
、「
生

徒
本
人
が
何
に
興
味
関
心
が
あ
る
の
か
を

引
き
出
し
、そ
れ
を
刺
激
し
、自
分
で
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
人
生
を
自

分
で
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
環
境
が
高
校
に
整
っ
て
い
る
の
か
」
に

注
目
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
島
根
県
で

魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
公
立
高
校
に
は
備
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

比
較
す
る
と
見
え
て
く
る
強
み

　
7
月
1
日
、「
浜
田
・
江
津
地
区
県
立
高

校
合
同
進
学
説
明
会
」
が
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浜
田
市
内
の

３
校
と
江
津
高
校
・
江
津
工
業
高
校
が
同

じ
会
場
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
学
校
生

活
な
ど
を
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

高
校
の
公
式
サ
イ
ト
や
学
校
案
内
冊
子

だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

教
員
・
在
校
生
と
入
学
を
検
討
し
て
い
る

保
護
者
と
お
子
さ
ん
が
、
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
・

気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
に
あ
っ
た
高
校
っ
て
ど
こ
だ
ろ

う
？
」、「
子
ど
も
の
た
め
に
保
護
者
は
ど

ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
い
う
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
、
来
場
者
は

参
加
校
の
ブ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
30
分
間
対

話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
を
比
較
し
、「
強

み
」
を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
津
工
業
高
校
は
、
総
勢
６
人
の
教
員

の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

江
津
高
校
は
、
教
頭
先
生
に
よ
る
心
踊
る

ト
ー
ク
が
冴
え
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
、
高
校
の
先
生
と
深
く
対
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
帰
路
に
つ
く
来
場
者
の

満
足
気
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

６月29日、「地域みらい留学フェスタ」東京会場で、
江津高校の教頭先生の話を聞く来場者の皆さん
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1 2 3
●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）
●保 断酒会（23）

●済 子宮頸がん検診
●中 国体水球予選
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●中 国体水球予選
●中 市高校女子バレー

ボール大会
◆原爆の絵＆いわ

さきちひろ絵本展
（22）

4　波子の日 5 6 7 8 9 10
●総 県ＰＴＡ連合会

研修大会
●中 国体水球予選
●中 市高校女子バレー

ボール大会
●中 市長旗親善野球

大会
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●済 子宮頸がん検診
●総 市人権・同和教

育講演会（21）
◆原爆の絵＆いわ

さきちひろ絵本展
（22）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●済 子宮頸がん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）
●保 断酒会（23）
●社 法律相談（23）

●済 子宮頸がん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●サ お盆フェア
●中 少年春季軟式野

球大会市予選
◆オレンジカフェご

うつ（19）
◆原爆の絵＆いわ

さきちひろ絵本展
（22）

11 12　山の日 13 14 15 16 17
●子 休館日
●サ お盆フェア
●中 市長旗親善野球

大会
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●サ お盆フェア
●エ 特別収集・休日

開場日（18）
◆原爆の絵＆いわ

さきちひろ絵本展
（22）

●図 休館日
●サ お盆フェア
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●サ お盆フェア
●済 子宮頸がん検診
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●子 休館日
●サ お盆フェア
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆シルバー人材セン

ター入会説明会（21）
◆原爆の絵＆いわさ

きちひろ絵本展（22）

●済 子宮頸がん検診
◆江の川祭

●中 県軟式野球連盟
国体ブロック予選

●パ 「ＬＩＦＥいのち」
上映会（22）

18 19 ごうつ食育の日 20 21 22 23 24
●中 県軟式野球連盟

国体ブロック予選
●中 市陸上記録会

●済 子宮頸がん検診 ●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●さ 一般相談（23）

●サ サンピコの日
●済 子宮頸がん検診
●中 市グラウンドゴル

フ協会寿杯大会
●役 こころの健康相

談（23）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●保 断酒会（23）

●済 子宮頸がん検診 ●総 ＪＡふれあいの
集い

●中 市卓球連盟会長
杯オープン大会

◆オレンジカフェご
うつ（19）

●保 がんケアサロン
江津（20）

◆有福温泉夏まつり
（21）

25 26 27 28 29 30 31
●中 市ソフトバレー

ボール・フリー大
会

●中 カーツ杯ソフトテ
ニス大会

●中 市長旗親善野球
大会

◆江の川市民レガッタ
●島 休日開場日（18）
◆島根整肢学園夏

まつり（22）

●済 子宮頸がん検診 ●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●済 子宮頸がん検診 ●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●役 食事相談

●済 子宮頸がん検診
●総 江津高校学園祭
●社 一般相談（23）

●図 休館日
●役  乳がん検診
●総 山陰救急医学会
●中 県学童軟式野球

大会マクドナルド
カップ市予選

８月ごうつカレンダー

◎各記号の意味
●役 市役所　●人 人権啓発センター　●島 島の星クリーンセンター　●エ エコクリーンセンター　●保 江津保健センター　
●さ 桜江総合センター（●桜 桜江保健センター●コ 桜江コミュニティセンター●川 川戸地域コミュニティ交流センター）　
●中 中央公園　●総 総合市民センター　●図 江津市図書館　●パ パレットごうつ　●サ サンピコごうつ　●子 子育てサポートセンター　
●じ じばさんセンター　●社 社会福祉協議会　●済 済生会江津総合病院　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

江津市 PR キャラクター
 「人麻呂くんとよさみ姫」
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編
集
部
だ
よ
り

　

イ
ノ
シ
シ
と
い
え
ば
、
私
が
小

学
１
年
生
の
冬
、
１
人
で
雪
遊
び

を
し
て
い
た
時
に
、
山
か
ら
出
て

き
た
イ
ノ
シ
シ
に
追
い
か
け
ら
れ
、

泣
き
な
が
ら
逃
げ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

先
日
、
地
元
青
年
団
の
会
合
の

後
、
千
鳥
足
で
帰
宅
す
る
途
中
、

道
路
の
真
ん
中
に
１
０
０
kg
は
あ

り
そ
う
な
イ
ノ
シ
シ
が
こ
ち
ら
を

見
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。
動
か
な

い
方
が
良
い
と
聞
き
ま
す
が
、
体

が
固
ま
っ
て
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

ち
ょ
ど
車
が
来
た
の
で
、
逃
げ
て

い
き
ま
し
た
が
、
自
宅
近
く
を
巨

大
な
イ
ノ
シ
シ
が
「
我
が
物
顔
」

で
歩
い
て
い
る
と
思
う
と
、
心
配

で
す
。（
松
島
）

　

今
年
は
亥
年
と
い
う
こ
と
で
、

年
明
け
に
イ
ノ
シ
シ
特
集
を
計
画

し
ま
し
た
。
鳥
獣
被
害
の
対
策
と

地
域
資
源
と
し
て
の
食
肉
へ
の
活

用
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
被
害
が
増
え
る
こ
の
時
期
に

予
定
ど
お
り
特
集
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
方
、
計
画
と
は
ほ
ど
遠
い
状

態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
１

月
号
の
編
集
後
記
で
決
意
し
た
健

康
づ
く
り
。
結
局
、
運
動
し
な
い

日
々
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
下
半
期
残
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
取
り
戻
し
た
い
気

持
ち
で
す
…
。（
佐
々
木
）

　高円宮賜杯第 39 回全日
本学童軟式野球大会マクド
ナルド・トーナメント島根県
予選会で「江津高角フェニッ
クススポーツ少年団」が７年
ぶりに優勝し、全国大会へ
の切符を手にしました。この
大会は、「小学生の甲子園」
とも呼ばれる学童球児たち
憧れの大会です。
　２年前、６年生が退団し
た後は８人で、チームとして
の活動もままならない状態で

した。団員募集のチラシを
作り、保護者も一緒になっ
て勧誘を続けました。ここで
チームの団結力がより強くな
り、今回の全国大会出場に
つながりました。
　過去３回の出場のうち、
初戦突破したのは初出場し
た平成 20 年の時。今回こそ
はと、11年ぶりの勝利を目
指し、日々の練習に打ち込ん
でいます。当時選手だった
平岳大さんは、「練習でやっ

ていることをしっかりやれ
ば、結果はついてくる。頑張っ
てほしい」と選手たちの背中
を後押しします。
　西本翔主将は、「全国大会
では、全員野球で一戦一戦
を全力で戦います」と、力
強く抱負を語りました。
　８月18 日から明治神宮野
球場ほか４球場を会場に、
熱戦が繰り広げられます。
　一球入魂！頑張れ、高角
ナイン！
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